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議案第１号  第１１次音更町交通安全計画（素案）について 

   

   その他 

 

６ 閉会 
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議案第１号  第１１次音更町交通安全計画（素案）について 

 

●第１１次音更町交通安全計画（素案）の概要 

第１章 交通安全計画の概要 

１ 計画の目的 

  交通事故のない社会を目指して、交通安全対策を積極的に推進し、安全で安心なまちづ

くりを進めることを目的とします。 

 

２ 計画の位置付け 

  交通安全対策基本法第２５条に基づき北海道が策定した【第１１次北海道交通安全計画】

に準拠し、同法第２６条により本町が策定するものであり、【第６期音更町総合計画】の個

別計画です。 

 

３ 計画の基本理念 

  ・交通事故のない社会を目指して 

    悲惨な交通事故の根絶に向け、より一層町民が交通安全に関する各種活動に積極的

に参加し、協働していくことが重要です。 

  ・人優先の交通安全思想 

    高齢者、障がい者及び子どもなどの交通弱者の安全を一層確保する必要があること

から、「人優先」の交通安全思想を基本とした施策を推進します。 

  ・高齢化が進展しても安全に移動できる社会の構築 

    高齢になっても安全に移動することができ、安心して移動を楽しみ豊かな人生を送

ることができる社会、さらに、年齢や障がいなどの有無に関わりなく安全に安心して

暮らせる「共生社会」の構築が必要です。 

 

４ 計画の期間 

  ２０２１（令和３）年度から２０２５（令和７）年度までの５年間 

 

第２章 道路交通事故の現状と今後の見通し 

１ 道路交通事故の現状 

○交通事故の発生状況 
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○第１０次計画期間（H28～R2）の本町における交通事故の特徴 

・交差点及びその付近での発生が多い 

      発生件数   ：３４６件中、１７７件 割合 ５１．２％ 

 ・事故に占める車両相互事故の割合が高く、特に追突と出会い頭の衝突が多い 

     発生件数   ：３４６件中、２９２件 割合 ８４．４％ 

     追突・出会い頭：２９２件中、２２９件 割合 ７８．４％ 

・一時停止無視、前方不注意、左右確認不徹底による事故が多い 

     発生件数   ：３４６件中、２０５件 割合 ５９．２％ 

・６５歳以上による交通事故件数の割合が高い 

     発生件数   ：３４６件中、 ８７件 割合 ２５．１％ 

 

２ これからの５年間（計画期間）において特に注視すべき事項 

 ・高まる安全への要請と交通安全 

    感染症や防犯など安全への要請が高まる中にあっても、確実に交通安全を図る必要が

あります。 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響の注視 

   事故防止対策への影響など計画期間を通じて注視し、必要な対策を臨機に着手しま 

す。 
 

第３章 交通安全計画における目標 

１ 数値目標 

 ・年間の２４時間交通事故死者数ゼロを目指す 

 ・令和７年までに、年間の傷者数６０人以下を目指す 
  

参考：第１０次交通安全計画の目標 

 ・年間の２４時間交通事故死者数ゼロを目指す 

 ・令和２年までに、年間の傷者数８０人以下を目指す 

区 分 H28 H29 H30 R1 R2 計 

発生件数（件） 75  94  66  57  54  346  

死 者 数（人） 2  0  1  1  0  4  

傷 者 数（人） 87  110  75  71  59  402  

 

２ 目標達成のための重点課題 

 ・高齢者、障がい者及び子どもの安全確保 

   高齢者が安全かつ安心して外出や移動ができる交通社会の形成や、障がい者や子ども

を交通事故から守るため、誰もが利用しやすい歩道の整備を促進する必要があります。 

・歩行者及び自転車の安全確保 

   安全で安心な社会の実現には自動車と比べて弱い立場にある歩行者、自転車の安全を

確保する必要があります。 

・町民の交通事故防止意識の醸成 

   交通事故は、誰もがある日突然、被害者あるいは加害者になるおそれがあることから、

交通安全対策に関心を持ってもらう意識の向上を図る必要があります。 
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第４章 講じようとする施策 

（１）人優先の安全・安心な歩行空間の整備

（２）交通安全施設等整備事業の推進

（３）交通安全に寄与する道路交通環境の整備

（４）高齢者等の移動手段の確保・充実

（５）総合的な駐車対策の推進

（６）災害に備えた道路交通環境の整備

（１）段階的かつ体系的な交通安全教育の推進

（２）効果的な交通安全教育の推進

（３）交通安全に関する普及啓発活動の推進

（４）交通安全に関する民間団体等の主体的活動の推進

（５）町民の参加・協働の推進

（１）運転免許証自主返納の推進

（１）自動車の検査及び点検整備の充実

（２）自転車の安全性の確保

（１）道路交通秩序の維持

す。

（１）救助・救急体制の整備

（２）救急関係機関の協力関係の確保等

図ります。

（１）交通事故被害者支援の充実と推進

（１）道路交通環境の整備

（２）交通安全教育の充実

地域社会などがそれぞれの役割を担い、互い

施策 推進方策

１　道路交通環境の整備

　町民が安全で安心して外出できる交通社会

の形成のため、歩道を計画的に整備するなど、

人優先の道路交通環境整備の拡大を図ります。

２　交通安全教育の充実

　交通安全教育については、学校、関係団体、

６　救助・救急活動の充実

に連携を密にしながらの活動を推進します。

３　安全運転の確保

　運転に不安のある免許保有者に対して、返

納しやすい環境の充実を図ります。

４　車両の安全性の確保

　自動車の安全性に関する情報提供などを適

切に実施します。

５　道路交通秩序の維持

　交通ルール無視による交通事故を防止する

ため、交通指導取締りを関係機関に要請しま

つ効果的に推進します。

　救助・救急体制及び救急医療体制の整備を

７　交通事故被害者支援の充実と推進

　交通事故被害者のための情報提供の充実を

図り、被害者支援を推進します。

８　冬季における道路交通の安全

　冬季の交通安全に関する諸施策を総合的か
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●計画策定のスケジュール 

  ４月３０日  第１回交通安全運動推進委員会に諮問、概要説明 

５月２８日  民生常任委員会に説明 

７月 ７日  第１１次北海道交通安全計画公表 

  ８月２０日  第２回交通安全運動推進委員会で素案を作成 

  ９月上旬   民生常任委員会に説明 

  ９月中旬～  パブリックコメントを実施 

   １０月中旬 

 １１月上旬   第３回交通安全運動推進委員会で原案を作成 

 １１月中旬   交通安全運動推進委員会から町長へ答申 

１１月下旬   民生常任委員会に説明 

 １２月下旬   決定・公表 


